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医療を必要とする子どもの災害への備え

一子どものセルフケア能力を高めるために一

隅　藤令子

1．取り組みの背景

　2011年3月11日に発生した，東北地方太平洋沖地震

は，のちに東京電力福島第一原子力発電所の原子力事

故を引き起こし東日本大震災に発展，世界でも類をみ

ない大規模災害となりました。現在も，東日本大震災

の余震が続く中，首都直下地震や東海・東南海・南海

地震の危険も高まっています。また，近年わが国でも，

大型化した台風，竜巻，落雷，大雪，および，火山噴

火などによる被害も増加しています。そのため，国民

一人ひとりが各自の安全やいのちを守るため，災害へ

の備えを行うことが求められています。

　医療を必要とする子どもは，慢性的な疾患を抱える

者，医療的ケアを必要とする者，小児（リ）ハビリテー

ションの対象者など，さまざまな背景を抱えています。

そのため，子ども一人ひとりの状況に合わせた備えが

必要であり，また，発生の可能性のある災害の種類に

より，備えは異なってきます。災害へ備えるためには，

物品や設備の備えだけではなく，災害発生時の各自の

適切な判断力を養うことが重要です。医療を必要とす

る子どもたちも，各自の認知能力に合わせた災害の備

えを行うために，子ども自身のセルフケア能力に応じ

た，〈子どもの力を活かした災害の備え〉を行うこと

が必要ではないでしょうか。

1．医療を必要とするく子どもを災害から守る〉取り組み

　医療を必要とするく子どもを災害から守る〉ため

の取り組みとして，1995年忌発生した阪神・淡路大

震災の経験を基に，兵庫県立大学看護学研究科21世

紀COEプログラム小児看護班が開発した小児病棟

で災害に備えるための『小児病棟用ケアパッケージ』

（図1）1），在宅療養をしている子どもたちが自宅で災

害に備えるための『在宅支援者用ケアパッケージ』

（図2）2）があります。

　筆者は2008・2009年度に，当時着任していました茨

城県立医療大学で，「医療を必要とする子どもへの災

害の備え」というテーマで，県内の医療を必要とする

子どもの災害への備えの研究に取り組みました。災
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図2　『在宅支援者用ケアパッケージ』

害はいつ発生するかわかりません。そのため，兵庫

県立大学看護学研究科小児看護班が開発した2つの

パッケージの県内への導入と並行して，医療を必要と

する子どもたちの多くが在籍している特別支援学校

での災害の備えを促すために『特別支援学校用災害

シミュレーションパッケージ「茨城モデル」』3）を開発

しました（現在は，『特別支援学校用災害シミュレー

ションパッケージ』出典http：／／www．crdc．ipu．

ac．jp／＿userdata／創es／package．pdf　アクセス2012年

7月16日）。パッケージは，各学校で毎日発生する可

能性の高い災害を想定し，教職員各自が災害発生時に

とるべき行動をイメージトレーニングする「イメージ

トレーニング編」（資料1），水や食料，医療的ケアの

必要な子どもに薬や器材等の必要物品の備蓄を促す

「備蓄編」（資料2），危険物の確認や避難経路の確保

等の施設について確認する「設備編」（資料3），それ

らを使用するための「解説書」で構成されています。

イメージトレーニングは，阪神・淡路大震災の経験か

ら重要性が提示されたものです。兵庫県立大学看護学

研究科小児看護班のインタビュー調査より，阪神・淡

路大震災発生前からひとりの看護師が，災害発生時に

自分のとるべき行動をイメージするトレーニングを実

施していた結果，大震災発生時に自分のイメージして

いた行動をとることができたということがわかりまし

た。『小児病棟用ケアパッケージ』での，イメージト

レーニングの実施効果が言われており，『特別支援学

校用災害シミュレーションパッケージ「茨城モデル」』

にもイメージトレーニングを導入しました。

　本パッケージは，茨城県教育庁特別支援教育課のご

理解と茨城県内の6特別支援学校の教職員の方々のご

協力の基に開発したものです。開発に当たり，教員・

看護職員への数回のインタビュー調査の実施および，

特別支援学校で災害発生を想定した夏・冬の宿泊体験

に筆者らも参加しました4）。

　3つのパッケージは，医療を必要とする子どもとか

かわる人々が，〈子どもを災害から守る〉ための備え

として提示したものです。東日本大震災発生時，茨城

県内でパッケージを導入していた特別支援学校では，

毎日のイメージトレーニングの効果として，学校教職

員が災害発生時に的確な判断の基に速やかな行動がと

れたという研究結果が得られています。また，水や食

料，防寒のための薪，テント，ラジオ等の備蓄が非常

に役立ったという評価を得ています5）。

皿．〈子どもを災害から守る〉からく災害に備えて子

　　どものセルフケア能力を高める〉という発想の転換

　2009年に『特別支援学校用災害シミュレーション

パッケージ「茨城モデル」』を開発後，茨城県下の特

別支援学校で導入を促しました。筆者は，東日本大

震災前の2010年には，災害へ備えることの発想の転i換

の必要性について考えていました。特に，特別支援学

校に在籍している児童生徒の中で，’認知能力が発達段

階に相応する肢体不自由児が自立していく過程におい

て，「子ども自らが災害から自分の安全といのちを守
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る」という，備えの主体を子どもとし，子どもが災害

への備えについてのセルフケア能力を高め，かかわる

者は子どもの不足している能力を支援するという発想

が重要と考えました。このような発想の転換をしたの

は，災害が多発する中，災害へ備える主体を子ども自

身にしなければ，子どもの安全やいのちを守ることは

難しくなるであろうという思いからでした。この発想

の転換が，W．で紹介する「肢体不自由児自身が災害

の備えへのセルフケア能力を高めるためのパッケージ

開発」への取り組みへとつながりました（表1）。今

後は，〈子どもを災害から守る〉とく災害に備えて子

どものセルフケア能力を高める〉という両方の発想か

らの災害への備えが，医療を必要とする子どもの安全

やいのちを守るためには必要と考えます。

1▽．小児看護におけるセルフケア理論の活用

　小児看護においてセルフケア理論を活用したケアの

提供では，一人ひとりの子どもがそれぞれの持つ最大

の能力を状況に合わせて発揮できるようにかかわるこ

とを目標とします。小児は成長発達の途上にあるため，

健康な子どもであっても，子どもと親（保護者）との

相補的ユニットと考えます。子どものセルフケア能力

が高まると，親の依存的セルフケア能力（子どものセ

ルフケア能力の不足している部分を補う能力）は縮小

します（図3）。

V．災害へ備えるために子ども自身のセルフケア能力

　　を高めることの必要性

　以下に3事例を提示します。事例が示していますよ

うに，保護者や子どもとかかわる人々が，〈子どもを

守る〉という発想の基で行っていた行為が，災害発生

時に子ども自身が自分の身を守ることを難しい状況に

表1災害への備えについての発想の転換

これまでの医療を必要と これからの医療を必要と

する子どもの災害への備え する子どもの災害への備え

主　体
・医療を必要とする子ど

烽ﾉかかわる者

・医療を必要とする子ど

燒{人

・子どもにかかわる者が ・子ども自身の災害の備

各々の場に応じた災害 えへのセルフケア能力

目　的
の備えの実施 を高める

E子どもの発達と生活を

軸とした災害の備えの

実施

＊今後はこの両方で災害に備えることが必要

639

　　親の
依存的セルフケア

　　能力

子どもの

セルフケア

　能力

図3　親と子どものセルフケア能力ユニットの相補的関係

（小沢道子・片田範子編：標準看護学講座　第29巻　小

児看護学，p．149，金原出版，2005．より一部引用・改変）

しています。

事例1）

　『特別支援学校用災害シミュレーションパッケージ

「茨城モデル」』を活用し災害への備えを行っていた学

校で，子ども各自に必要な物品を備えるため，保護者

に子どもに必要な物をバッグに準備することを依頼し

ました。しかし，バッグの中身は保護者が準備したも

のであるため，子どもたちは自分のために何が準備さ

れているのかを知らないままに，東日本大震災に遭遇

しました。バッグの中には，子どもが食べることがで

きない食料が入っていたものもありました。

事例2）

　自己導尿を実施していた認知能力には問題がない高

等部生徒が，保護者が導尿カテーテルを保管場所にい

つも必要数準備していたため，カテーテルがどのよう

に準備されているのかを全く知らないという状況があ

りました。

事例3）

　『特別支援学校用災害シミュレーションパッケージ

「茨城モデル」』を活用している学校で，災害へ備えの

ために，学校内に薬1日分を保管するため保護者に薬

の持参を依頼しました。子どもたちは自分がどのよう

な薬を内服しているのかを知らないのではないかと，

教員は心配しています。

　さまざまな大規模災害が発生しています。災害発生

時には，子どもたちは混乱の中に巻き込まれる可能性
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があります。そのような状況の中，確実に食べること

ができる食事を自分も一緒に準備し手元にあること，

自分が必要とする薬や医療的ケアに必要な物品がどの

ようなものであるのか，また，それが備蓄されている

ことを自身が目で確認をして知っていることは，子ど

も自身が避難場所に居ても大丈夫という安心感につな

がることになると考えます。

M．「肢体不自由児自身が災害の備えへのセルフケア

　　能力を高めるためのパッケージ開発」への取り組み

　筆者は，2011年度～2013年度の3年間，「肢体不

自由児自身が災害の備えへのセルフケア能力を高め

るためのパッケージ開発」学研究費助成事業（学術

研究助成基金助成金（基盤研究（C））），（課題番号

23593328）の研究に取り組んでいます。本研究は，幼

児期後期の子どもから中学生レベルまでの認知発達に

ある者を対象とし，認知発達に応じた4種類の災害に

備えるためのパッケージを開発する予定です。

　2011年11月に，東日本大震災で最大震度6強を経験

した肢体不自由児を対象とする特別支援学校3校の中

学部生徒8人，保護者8人，教員9人に，肢体不自由

児自身が災害に備えることの必要性の有無と，備える

ために必要な能力等についてのインタビュー調査を実

施しました。また，その後に，インタビュー対象者以

外の6人組教員と2回の会議を開催しました。

　その結果，現時点で子ども自身が災害に備えるため

に必要なセルフケア能力として，9つの能力が抽出さ

れています（表2）。また，セルフケア能力を高める

ための教育方法として4つの方法が抽出されました

（表3）。今後は，さらにインタビュー調査を続け，肢

体不自由児が災害に備えるために必要なセルフケア能

力を獲得するための方法論について検討していく予定

です。

表2　肢体不自由児が災害に備えるために必要なセルフ

　　ケア能力（インタビュー調査より）

・自己受容ができる

・身を守ることができる

・緊急事態を察知することができる

・必要物品の準備ができる

・他人の力を借りることができる

・落ち着いた対応がとれる

・自立した行動がとれる

・周囲の状況の理解ができる

・連絡手段の獲得ができる

小児保健研究

表3　肢体不自由児が災害に備えるセルフケア能力を高

　　めるための教育方法（インタビュー調査より）

・緊急事態を伝える説明を聞く体験

・繰り返す体験

・リアルな体験

・多様な体験

表4　セルフケア理論を活用する時の子どもとかかわる

　　人々に求められる力

・子ども自身がもつセルフケア能力を信じる

・子どものセルフケア能力を正確に査定する

・子どものセルフケア能力で不足する部分のみを適切に補う

　話し合いの中では，子どもとかかわる人々（保護者，

教職員，医療者，地域住民等）の，意識改革の必要性

も提案されています。セルフケア理論を用いて子ども

たちの災害への備えを進めるためには，子どもにかか

わる人々には表4のような力が求められます。

W．子どもとかかわる人々の発想の転換の必要性

　東日本大震災で被災された肢体不自由児を対象とす

る特別支援学校に勤務する9人の教員へ，子ども自身

が災害に備えることの必要性について2011年11月に半

構成的インタビュー調査を実施しました。得られた

データから逐語録を作成して内容の分析を行いまし

た。

　結果として，子ども自身が災害に備えることについ

ての教員の認識は【個々の子どもの状況によるが必要】

と【教員が子どもを守るため必要ではない】が抽出さ

れました。【教員が子どもを守るため必要ではない】は，

〈すべて教員が対処する〉，〈教員が子どもを守る〉，

〈子どもは誰かに頼って生活するのが基本〉という教

員の認識より導き出されたものです。このような認識

の背景には，特別支援学校に在籍する子どもたちの障

がいの重さや重複障がいの子ども数の多さが影響して

いました。

　さまざまな背景をもつ子どもたちが特別支援学校に

は在籍していますが，自分の力で自分を守ることがで

きる能力を持つ子どもも多く在籍しています。また，

教員や保護者が少し支えるだけで，子ども自身が自分

でも知らない能力を引き出すこともあります。子ども

は守られるだけの存在ではありません。子どもとかか

わる人々が，子どもの力を信じて，子どもができるこ

とを伸ばし，不足している部分は補うという発想の転

換をすることが，将来，自立（自律）していく子ども
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たちに対応した，災害への備えとして必要なことでは

ないでしょうか。特別支援学校に在籍する子どもを対

象とした災害の備えについてのセルフケア理論の活用

は，子ども自身のセルフケア能力を高めることを目的

とします。しかし，子どもだけの力では災害に備える

ことはできません。そのため，保護者と教職員が，そ

れぞれ必要な状況の中で互いに補い合うという発想が

必要です（図4）。

V皿．子ども自身・保護者・学校教職員・医療者・地域

　　住民の連携

　「V．災害へ備えるために子ども自身のセルフケア

能力を高めることの必要性」で提示しました3事例の

ように，これまでは子どもの生活にかかわることも，

子ども自身が理解していない状況子どもがかかわら

ない状況で進められてきていたことが多いのではない

でしょうか。

　子ども自身が災害から自分のいのちを守るために

は，個々の子どもの発達に応じた周囲の人々の子ども

自身とのかかわりが必要となります。特に，医療を必

要とする子どもの場合，自分の病状，治療方針，治療

等に必要な物品，生活に必要な物品等，子ども自身が

理解しておくことが必要な情報が多くあるため，保護

者と医療者が連携しながら，子ども自身へ説明をする

ことが必要と考えます。もし，子ども自身が理解する

ことが難しい場合には，必要な情報を，保護者，医療

者，学校教職員（教員，養護教諭，看護師ら）が連携

し，確認し合うことができるための書類等の準備をす

ることが必要です。

　災害へ備えるため個々の子どものセルフケア能力を

正確に査定し，適切な支援を行うためには，保護者，

学校教職員，医療者の連携も必要です。子どもの持つ

セルフケア能力を補うためには，必要以下の支援でも，

必要以上の支援でも，子どものセルフケア能力を高め

ることは難しくなります。そのため，子どもへの適切

な支援の提供のため互いの情報の共有が重要となりま

す。

　子どもたちは，自宅と学校での生活だけを送ってい

るわけではありません。東日本大震災で被災した特別

支援学校では，課題として子どもたちの通学時への対

応に真剣に取り組んでいます。特に，自力通学をして

いる児童生徒の場合，どこまで自分で避難できるのか，

誰に助けを求めることが可能なのか，という大きな問

題を抱えています。また，長期に及ぶ避難場所での生

活をも視野に入れた準備が必要となります。そのため，

事前の地域住民への情報提供，地域住民との協力の基

での第一次避難場所や必要物品の確保等，地域住民と

の連携も重要な課題です。

］X．米国での災害時に必要な情報の共有化

　米国では，2005年8月に南東部を襲ったハリケーン・

カトリーナ以降自然災害への備えについて大きな変

化がありました。

　2010年に，American　Academy　of　Pediatricsは，

Emergency　Information　Form（EIF）（資料4）を使

用することは，特別なヘルスケアを必要とする子ども

たちの災害に備えるためのドリルと練習帳になるとの

声明を発表しました。EIFは，医療的状況や薬のレジ

　教職員が
保護者を補う

　保護者が
教職員を補う

教職員または

保護者が子ども

　　を補う

　保護者が

子どもを補う

　教職員が

子どもを補う

子どもの

セルフケア

　能力

子どもの

セルフケア

　能力

子どもの

セルフケア

　能力

図4　特別支援学校に在籍する子どもの災害の備えへのセルフケア理論の活用
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メン，および，特別なヘルスケアを必要とする子ども

と障がいがある子どもに特有な要求をすばやく外観で

きるように開発されたものです6＞。

　2011年9月に筆者は，UNIVERSITY　OF　COLORADO－

ANSCHUTZ　MEDICAL　CAMPUS　COLLEGE　OF

NURINGを訪問し，付属病院と小児専門病院，大学

構内の視察を行うと共に，危機管理担当者から災害へ

の備えの情報を得ました。さらに，コロラド大学の数

人の教授陣からの情報も得ることができました。EIF

は，コロラド木学付属の小児専門病院でも使用してい

ました。American　Academy　of　Pediatrics等が基本

的なフォーマットを作成しましたが，取り組みは州ご

とに行われ，各州でフォーマットを使用しやすいよう

に修正して活用することになっていました。州の財政

状況で取り組みは異なり，コロラド州は財政に問題が

あるため，火事・ハリケーン等と，限られた災害への

取り組みになっていました。

　米国では居住地以外でも，どこに必要な情報が記載

されているのかがわかり易くなっているEIFの最新

版を，家族が常に紙ベースで持参すること等の重要性

が言われています7）。

　コロラド大学の教授であり，米国の障がいがある子

どもたちのリソースセンター（NRC）のDirectorであ

るMarilyn　Krajicek氏は，障がいがある子どもにつ

いては病歴や薬の種類，ケアの必要性については家族

が熟知しているため，災害が発生し避難所へ避難する

場合は，家族と子どもが一緒に同じ場所に避難できる

ことが重要であると何度も述べていました。

　わが国でも，医療を必要とする子どもたちに必要な

情報を国内で統一したフォーマットに記載し，子ども

自身と家族が常に持ち移動することで，災害発生時に

必要なケアを迅速に提供することが可能になるのでは

ないかと考えます。

X．子どもが災害の備えへのセルフケア能力を高める

　　ことはく生きる力〉を高めること

　子ども自身が災害の備えへのセルフケア能力を高め

るためには，まずは，子ども自身が自分の置かれてい

る状況を受け止めることが必要です。そして，災害へ

の備えを通して，自分の持つ力を知ることにもなり，

また，自分に不足している力とその部分を補ってもら

うことができる人を知る機会でもあります。このよう

な経験が，子どもたちのく生きる力〉を高めることに

小児保健研究

つながると考えます。

　子どもたちは，特別支援学校や支援学級卒業後，各

自の能力に応じた自立（自律）した生活を送ることが

求められています。災害の備えへのセルフケア能力を

高めることを通じて，個々の子どもたちが，自分のい

のちは自分で守るという意識と行動力を高めることに

つながることを願っています。
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L教職員用

1．発生曲淵のある災害

　　火災　地震　河川の氾灘　落讐　強風　土砂崩れ

　津波　　原兜寡故　　　その他

2．児窟生徒

　　損当児童生徒数

　　児震生徒の1日のスケジュール

　　児寂生徒の体罰

　　児鷺生徒の移勤手殺

　　児董生徒の移動時担当者

　　児蛮生徒の職装（〈つ）

　　児量生徒の必要物品

　　災蜜時児蜜生徒の予測される状況

　　保護者の付き添い・待機状況

　　保霞者の緊急連絡先

口

口
口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

フ．譲療的ケア

　　　対象児癒生徒数

　　　対諏児鷺生徒の体調

　　　避難時担当数職員

　　　避難方法

　　　持ち出し物品・置き場所

　　　バッテリー

　　　保護者の付き爆い・待機場所

B．各掌校で決めておく項臼

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

3．教職員

　　教職員数

　　不在教澱と禰1発教員

4，教蜜・避難暗闇

　　敏童内に危険物はないか

　　出入り口・非常口・避難経踏の確認

　　避鍛場所ま野の経鋳がふさがれていないか

　　避難場所

5．避難物晶

　　持ち出し物贔霞轡場所（教員、事務磯員、児童生徒）

6．遮絡先

　　避麟後に報告する赦員

口
口

日
口
ロ
ロ

口

口

江．校長・教頭用

発生鰍のある災害

全児童生徒数

全教職員数

不在敬員と補充敏員

保護嚢数・紡間者数

持ち出し物晶・置審場所

スクールバス（禽数・運転手・全乗憲数｝

連絡先　　消防・蟄察・病院

　　　　　県教育序園圃支擾教育課

　　　　　市町村懸場

　　　　　布町村教員委員会

織爵の瞭族（緊急遮絡先の変更）

口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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　　　　　　圖保盤

教職員用非常用袋［コ

衣食住

圃調腱

□懐中電灯　□はさみ　□絆創膏

口ヘルメット　ロ軍手　　ロマスク

ロタオル（薄手）または手ぬぐい

□飲料水3日分

）
）

＊備蓄晶の確謡博4月し　8月．　10月艦＝実施し幽し♂う0

　　4月惨、　夏季置二必專㊨物

　　10月惨、番季に婚璽な物　　壱特に確認し春す。

＊像管場所砦示す印な淡6ゐ、各備薯品の像管場所がわカ1るよ

　うに印砦記λし1＝由き醸しsう。

口緊急笛ロマジックロ子イッシュロライター

ロビニール袋　ロ　ウェットティッシュ

□使い捨て手袋

□食料　躯生徒用　□保wm限の確認

　　　　　　教職員用　　　　　□保管期限の確認

　　　　　　一般避難者用　　　［］保管期限の確認

□欄 P繍1襲
　　　　　　　　　ロボット　　　　　ロ缶切り

□食器類 ロラツプ

ロ紙皿

ロコツプ

ロァルミホイル

ロはしスプーン

ロビニール袋

年
年
年

月
月
月

□非湘給水袋

棚捕用トイレ繭易トイレ

ロトイレ・トペーパー

□電池□単電池一網2馳□単・馳ロ単・馳

ロランタンロへ・ドライトロ肋りを吊るすものフ・ク

ロラジオロトラ・シーバーロハンドマイクロ齢驕充rex

□ろうそく・マ・チ・ライター一re□ろうそく用アルミホイル

ロテントロブルーシートロレジ・一シートロガムテープ

保管場所

a　　　＊食品惨畏期聞像存冠巴．窃るべく調理の必宴のPtetものを爾憲し皆し占う（缶皓、乾繰｛＝惨ん谷ζ）。

　　　＊畝料水け、ひeSI　T日あ把‘1最低2叩vトtLlt日安eし用慧し蓉しホう。

o［＝］＊専簡の食昂がの辱な児童生謎のtsena食品砦用窟し俸しsう

□（アレtL￥一一S．　ti”一ベビーツードトロミmee）・

o　　　＊避難所に指定されτいなくτも、近隅O住民”避雄しτ〈る可能性がおCt審す。

　　　　避雄音用の食鶉につe｝1＝襖討し審しホう。

g
□
□
□
□
□
□
□
□

＊温南摺明．鶴理する食品？優先しτ幽要と：する児童生徒の確詔智しτ塗巳審し♂う。
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ロドラム缶　ロブ・パンガス・・ン・
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ロポリバケツロポリタンクロ万能バサミ

ロくみ上げ用ポガロエ具

□新naXXロダンボールロアルミブランケ・ト

ロゴミ袋

D　　衣類
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D
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口
□
□
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保
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ロ経管栄養カテーテル
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ロ酸素マスク
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　　児童生徒個人別の確認
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　　チューブ　　　　　栄養剤

　　水　　　　　　　白湯

　　消毒液

□吸入

　　吸入賂

　　吸入薬

□導尿

　カテーテル
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資料2　備蓄編
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平常時確認しておく事項

①立地環境（1回／年）

　校舎の耐震強度

　地盤

　避難所指定の有無

　ハザードマップ　　　　　洪水や漫＊子za　mre十鳳　Epz＊のeE

　学枝周囲の地理　　　　aepe“va1　lt鳳　m難経路alnStarethに璽辱

②校舎（年3回；4月、8月、12月）

　非常扉

　非常階段

窓ガラス

ガラスの扉

屋根

スロープ

階段

壁

エレベータ

避雌蒔の危険性協いカ1

避雌爵の億険w脇いtv

瓦PtζPt落下す6危蹟性信鴫鎚1か

礎害鞘生時に使爾宏eる択態ni

災害擁生剛二嬉用憲色る瓶態か．側険性憐5珈

ひびや礒損の箇所teqie　ln，

貞襖捗￠れτい§伽

③校内設備（年3回：4月、8月、12月）

　非常電源の場所

　発電機の場所・使用方法・燃料

　貯水槽の水■・開栓の方法

　水道の元栓の場所、閉め方、復旧方法

　ガスの元栓の場所、閉め方、復旧方法

　トイレ排水用水の調達方法

　公衆霞話の位置、緊急時使用方法

　消火器の位置

④惰報（避難訓練時）

　消防署への非常竃話の有無、使用方法

　災害用ケーブルテレビの有無、使用方法

　災害用電話の有無、使用方法

　緊急情報伝達方法（メール、ラジオ、短波）

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□

担当者（ ）

＊EPZ＝（原子力》防饗対簾な置直的に牒すべew醍の鯛

ドアのたてつけ

避難器具

額縁など装飾品

鏡

落下しそうなものの確認

躍球

棚

テレビ、時計

黒板、ホワイトボード

学校周囲の電線、電柱

校庭を囲む塀、巨木

災害発生時のごみ置き場

災害発生時の排泄物処理場

綴寡時に備えt横
　し丁窃巴蓉し♂う

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

資料3 設備編
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謹
〕口O□

曇
日自口

論盈蹟御覆藷
　　　」G口慧口鑓日日

鮭馨
出典httpl//pediatrics,aappublications,org/content/125/4/829.full(アクセス2012年5月9日)

資料4EmergencyInformationForm(EIF)
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